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栄養科 

笠井
か さ い

 淑
よし

江
え

 

目標：ウォーキング 

入社して１０ヶ月がたちました。だいぶ 

仕事にも慣れてきました。丁寧な仕事、 

きれいな盛り付けを心がけながら頑張っ 

ていきたいと思います。 

プライベートでは健康面を考えて、今年こ

そウォーキングを始めようと思います。 

「おじいちゃん！おばあちゃん！ 

いつまでもお元気で」❣ 

厳かにキャンドルサービスが開催

されました(-_-) 

セントノア サンタ 

より患者さんに 

プレゼントが渡 

されました 

!(^^)! 

保育室の子供たちの合唱が響き渡りました(‘◇’) 

あけましておめでとうございます

今年もよろしくお願いします m(_ _)m 



 

 
病
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
お
正
月
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
、
世
界
中
が
パ
ニ
ッ
ク
寸

前
ま
で
影
響
を
受
け
た
年
で
し
た
。
そ
し
て
年
が
明
け
て

も
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
中
心
に
行

動
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
一
体
い
つ
ま
で
？ 

「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」
と
の
言
葉
を
信
じ
て
、

も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
医
療
法
人
忠
洋
会
は
川
越
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院
が

１９
年
目
、
春
日
部
セ
ン
ト
ノ
ア
病
院
が
１６
年
目
を
迎
え

ま
す
。 

２０
年
も
前
に
病
院
開
設
に
携
わ
っ
た
瓦
井
事
務
局
長

も
、
５０
代
後
半
に
外
科
医
か
ら
こ
の
病
院
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
っ
た
私
も
喜
寿
を
越
え
ま
し
た
。 

年
号
も
平
成
か
ら
令
和
に
な
っ
て
も
う
３
年
で
す
。
こ
の

時
期
に
は
い
つ
も
過
ぎ
去
っ
た
月
日
の
長
さ
と
、
過
ぎ
ゆ

く
年
の
速
さ
を
実
感
し
ま
す
。 

２
つ
の
病
院
は
、
認
知
症
患
者
の
専
門
病
院
と
し
て
「
患

者
の
拘
束
は
し
な
い
」
「
入
院
期
間
の
制
限
は
設
け
な

い
」
、
こ
の
原
則
を
守
り
医
療
と
福
祉
の
併
用
を
目
標
と

し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

実
績
や
評
価
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？ 

実
施
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
は
、
地
味
で
根
気
を
要

す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

食
事
や
お
や
つ
の
経
口
摂
取
の
介
助
、
入
浴
、
ト
イ
レ
誘

導
、
オ
ム
ツ
交
換
、
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や
音
楽
療
法
な
ど
、

ど
れ
も
高
齢
の
患
者
の
健
康
維
持
の
た
め
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
当
院
の
入
院
患
者
の
平
均
年
齢
は
８０
歳
を
超
え

ま
す
。
最
高
齢
の
103
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
健
在
で
す
。 

今回、ご紹介する患者さんは２病棟に入院されている征子さん（普段、こう呼ばせて頂いています）です。征子さ

んは、きりっとした眉とくっきりとした目が特徴的な方です。 

日中はディルームで過ごされることが多い征子さん、毎日お声掛けをするのですが、あまり明確なご返事はありま

せん。そして食事やおやつを食べるペースは、ご自身のその日の体調や気分により少し違ったりしています。食べ

たくないときは当然ながら口を開けてくれず顔をそむけます。そんなときは無理をせず、時間をおいて再度声を掛

けながらゆっくり食べてもらうようにしています。もちろんご自分の好きな味であったり、お水を飲みたい時など

は、スプーンに水分のあるものを乗せ近づけると、同時に口を開けてくれます。又、征子さんは、朝の起床時にと

ても素敵な笑顔を見せてくれる時があります。ベッドから車椅子に移乗する時には両脇を支え、ゆっくり回転しな

がら車椅子に移るのですが、座る前にしばらく両足を床につけた状態、つまり立ったままの姿勢で支えていると、

いつもより目を大きくしてニコニコと笑顔になります。ご自分の足が床についた感覚を楽しんでいるのか、それと

もよく眠れて清々しく目覚められたからなのか（私は多分、両方だと思うのですが…）、とても優しい笑顔になりま

す。もちろん私もつられて笑顔、笑顔です。 

こんな時、ふと思うことがあります。ご次男の息子さんにもこの笑顔を見せてあげたいなと。もちろん息子さんは

面会（今はコロナで制限されていますが）にも来られ、定期的に病院に電話も下さるのですが、以前、医療相談員

にこんな話をなさったそうです。『母については自分の心の中にとても大きな悔いがあるのです。母がこの病気を患

った時、私が自分の事を優先して家に帰らず、当時、病気の父と二人きりにしてしまったことです。悔しいです…。

入院している今も何もしてあげられないけど、笑顔の話は相談員の方から聞いています。母の笑顔を取り戻してく

れた皆さんに本当に感謝しています』と。 

当院は東京都も埼玉県も未だにコロナ感染者が減る様子を見せていませんので、再度、面会の規制をさせて頂いて

いますが、新年度になり、少しでも感染者が減る様子を見せてくれれば、当院も面会の規制解除を考えてくれるそ

うです。早くそんな環境になるといいのですが…。 

 

新年おめでとうございます。 

本年も安全でおいしいお食事を提供できるよう栄養科一同、努めてまいります！ 

お正月といえばおせちとお雑煮。 

お雑煮は地域性に富んでおり、全国でなんと１００種類以上にもなります。 

関東では、すまし汁に焼いた角餅が主流です。 

お雑煮の発祥の地は京都で白味噌仕立ての丸もち。現在では京都周辺でのみこの 

形が残っていて、圧倒的にすまし汁の地域が多いそうです。 

ちなみに私は大阪生まれでして母も大阪の人ですから、長年お雑煮は白味噌仕立ての丸もち派です。 

餅の形にも、武家の影響で敵をのす！から角餅(のし餅を切ったもの)、角が立たずに円満に過ごせますようにとの

願いを込めての丸もちとそれぞれに意味があります。 

この餅の境界線がちょうど関ヶ原の戦いの地になっていて、境目の地域では角餅派と丸もち派が混在しているの

だとか。 

さて当院のお雑煮はというと・・・・ 

１日の昼に白味噌仕立て、２日の昼にすまし汁仕立てと、どちらも楽しめます！ 

残念ながらお餅は使用できませんが、代わりにもち麩を入れております。 

お麩は小麦粉のグルテンからできていて、良質なたんぱく源で且つ低カロリー！ 

年末年始についつい食べ過ぎてしまった方にも身体にやさしい食材です。

管理栄養士 穴久保 沙耶香 
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 冬
に
起
こ
る
脱
水
症
状
を
「
か
く
れ
脱
水
」

と
言
わ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
冬
は
夏
に
比
べ
て
空
気
が
乾
燥
し
、
湿

度
も
下
が
る
た
め
体
か
ら
水
分
が
奪
わ
れ 

や
す
く
な
り
ま
す
。
喉
が
渇
き
に
く
い
な
ど
の
理
由
で
お
水

を
飲
む
量
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
脱
水
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。 

 

か
く
れ
脱
水
の
サ
イ
ン
「
カ
サ
・
ネ
バ
・
ダ
ル
・
フ
ラ
」 

カ
サ
…
手
先
な
ど
の
皮
膚
が
カ
サ
カ
サ
し
て
い
る 

ネ
バ
…
口
の
中
が
粘
る
、
食
べ
物
が
飲
み
込
み
に
く
い 

ダ
ル
…
脱
水
の
初
期
か
ら
の
症
状
で
ダ
ル
さ
を
感
じ
る 

フ
ラ
…
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
で
フ
ラ
っ
と
す
る
状
態 

 

そ
こ
で
手
軽
に
飲
め
る
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
効
果
的
な
飲
み

方
を
紹
介
し
ま
す
。
（
糖
分
が
多
い
の
で
飲
み
過
ぎ
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
） 

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
に
は
「
ア
イ
ソ
ト
ニ
ッ
ク
」
と
「
ハ
イ
ポ
ト

ニ
ッ
ク
」
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

 

ア
イ
ソ
ト
ニ
ッ
ク 

 

人
の
体
液
と
同
じ
浸
透
圧
で
糖
質
が
全
体
の
８
％
く
ら

い
入
っ
て
い
ま
す
。
糖
の
吸
収
が
早
い
の
で
、
運
動
す
る

前
に
飲
む
の
が
効
果
的
。
運
動
最
中
に
飲
む
と
急
激
に
血

糖
値
が
上
が
る
の
で
注
意
。 

ハ
イ
ポ
ト
ニ
ッ
ク 

 

液
体
よ
り
も
低
い
浸
透
圧
で
糖
質
が
2.5
％
以
下
で
少
量

ず
つ
で
も
す
ば
や
く
体
に
吸
収
さ
れ
る
の
が
特
徴
。
運
動

中
や
運
動
後
に
飲
む
の
が
効
果
的
。
風
邪
を
ひ
い
て
熱
が

あ
っ
て
汗
が
出
た
時
も
効
果
的
。 

 

場
面
に
合
わ
せ
て
飲
み
分
け
る
の
が
理
想
で 

す
が
ア
イ
ソ
ト
ニ
ッ
ク
を
水
で
薄
め
る
だ
け 

で
ハ
イ
ポ
ト
ニ
ッ
ク
に
な
る
そ
う
で
す
。 

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
て
、
か
く
れ 

脱
水
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 

戦
争
体
験
を
さ
れ
た
方
も
多
く
、
現
役
の
頃
は
獅
子
奮
迅

の
活
躍
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

図
ら
ず
も
晩
年
に
な
っ
て
心
身
が
衰
え
、
自
宅
で
の
生
活

が
困
難
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
出
来
る
だ
け
温
か
い
支
援

を
す
る
の
が
、
自
分
た
ち
の
役
割
で
す
。 

結
果
と
し
て
、
多
く
の
患
者
は
、
入
院
後
に
健
康
を
取
り

戻
し
、
元
気
に
な
る
方
が
多
く
表
情
も
穏
や
か
に
な
り
ま

す
。
お
見
舞
い
に
来
院
さ
れ
る
家
族
も
笑
顔
の
患
者
を
見

て
「
こ
の
病
院
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
。 

現
場
で
交
代
で
２４
時
間
患
者
に
寄
り
添
う
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

平
成
１８
年
、
開
院
の
年
の
病
院
の
短
信
に
、
私
の
書
い

た
句
に 

「
春
う
ら
ら 

ゆ
っ
く
り
す
す
む 

車
椅
子
」
と
あ
り
ま

し
た
。 

穏
や
か
な
日
を
浴
び 

て
、
広
い
芝
生
の
庭 

を
散
歩
す
る
当
院
の 

雰
囲
気
が
分
か
り
ま 

す
。
開
院
当
時
は
認 

知
症
と
い
う
重
い
病 

気
へ
の
対
応
に
つ
い 

て
戸
惑
い
そ
し
て
日 

夜
真
剣
に
悩
む
毎
日 

で
し
た
。
あ
の
頃
の 

初
心
を
忘
れ
た
く
な 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
丑
で
す
。
勤
勉
で
誠
実
と
の
こ
と
、
日
本

人
の
国
民
性
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
牛
の

よ
う
に
ゆ
っ
く
り
進
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
に
と
っ
て
良
い
お
年
と
な
る
よ
う
に
祈
願
し
て 

年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 

２病棟 看護副主任 大西 景子 
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二
〇
二
一
年
一
月
一
日
（
金
） 

  

お
品
書
き 

赤
飯 

お
せ
ち
料
理 

 

・
海
老
の
旨
煮 

 

・
合
鴨
ス
モ
ー
ク 

 

・
ほ
た
て
旨
煮 

 

・
数
の
子 

 

・
寿
高
野
の
煮
物 

 

・
伊
達
巻
き 

 

・
絵
馬
蒲
鉾 

 

・
花
三
色 

 

・
お
煮
〆 

 
 

六
角
里
芋
煮
、
昆
布
巻
き
、
く
わ
い 

 
 

筍
と
ふ
き
と
人
参
の
煮
物 

 

・
黒
豆
煮 

 

・
栗
き
ん
と
ん 

雑
煮 

 

白
味
噌
仕
立
て 

 

（
も
ち
麩
・
鶏
肉
・
し
ろ
な
・
椎
茸
） 

患者さんの日常エピソード 


